
■都市づくりマスタープラン ～基本方針について～

●公共公益施設の整備等の方針
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公園緑地、上下水道、治水施設、小学校等の公共公益施設については
適切に配置する。

●環境保全の方針

(1)自然環境の保全

(2)環境負荷の低減

・エネルギーの効率的な利用
・環境に優しい交通システムの構築

環境負荷の少ない低炭素都市の実現

「スマートコミュニティ」を目指し

西風新都において先導的に推進

素案P18～P20

本計画や都市計画の区域区分（市街化区域と市街化調整区域）により、
市街化による都市機能の充実・強化と自然環境の保全との適切なコント
ロールを図る。
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●景観形成の方針

■都市づくりマスタープラン ～基本方針について～

建築物、公共施設、宅地開発で大規模
なものについては、引き続き「アーバ
ンデザイン協議制度」に基づく事業者
等との協議により、質の高い景観を誘
導

(1) アーバンデザイン協議制度による景観形成

(2) 景観計画による景観形成

現在の優れた街並み、緑豊かな山並み
を保全するため、景観法に基づく景観
計画により、建築物の建築、木竹の伐
採や土石の堆積等の行為を届出の対象
とすることを検討

素案P20



～ 第４章 都市づくりの推進体制 ～
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第１部 都市づくりマスタープラン



■都市づくりマスタープラン ～推進体制について～

●基本的な役割分担

●企業誘致の推進策

 

国・県 経済界等 

連携 

指導 

協力 支援 

提案 

協力 支援 

適切な役割分担と 

協力関係 

地 域 住 民 
立 地 企 業 
大 学 

 

広  島  市 

(計画の策定) 

(まちづくり、地域振興) 

民 間 開 発 
事 業 者 

 

 

 

 

 

(丘陵部の開発) 

●時代の変化への対応

素案P21

「広島市企業立地促進補助制度」の活用や積極的なプロモーションの展開等
により、企業立地をより一層推進する。

今後、社会経済情勢の変化が生じたり、新たな視点での都市づくりが必要と
なる場合には、地域住民等の意見を聴取した上で、必要に応じ見直しを行う。
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～ 第１章 重点施策 ～

第２部 都市づくり推進プログラム



●都市内交通の円滑化 （道路整備）

■都市づくり推進プログラム ～重点施策～
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(1) 西風新都内幹線道路整備プログラム

西風新都内幹線道路整備区間

2013年(平成25年)以降に商業・業務

2013年(平成25年)以降に居住人口

幹線を補完する道路

（○内の数字は優先度）

の集積が見込まれる地区

の増加が見込まれる地区

素案P23～P24

2030年(平成42年)までに環状道路を形成する。開発動向や

費用対効果、地域での必要性などを総合的に勘案した上で
決定した優先順位に従い計画的な整備を図る。

優先
順位

整備区間 整備の考え方 進め方

①

環状線
(梶毛南工区)
梶毛東工業地区

～石内北流通地区
Ｌ=約1.9ｋｍ

石内東地区への大
規模商業施設の出店、
梶毛地区の急激な人
口増への対応のため、
最優先で整備に取り
組む

・2013年度計画策定
・2014年度事業着手

②

環状線
(善當寺工区)
伴北工業地区
～善當寺開発地区内

～中筋沼田線
Ｌ=約2.9㎞

周辺交通対策とし
て 開 発 区 域 外 （ 東
側）の一部区間の整
備に取り組むととも
に、開発区域内につ
いては、開発動向を
見極め、道路整備の
進め方を再検討した
上で取り組む

・2013年度一部計画見
直し

・見直し後、一部事業再
開

・残る区間は開発動向を見
極めた上で着手

③

環状線
(梶毛西工区)
梶毛東住宅地区

～梶毛西地区内
Ｌ=約1.3㎞

梶毛西地区の開発
動向に歩調を合わせ
て整備に取り組む

・開発動向に合わせ着手



●都市内交通の円滑化 （道路整備）

■都市づくり推進プログラム ～重点施策～
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(2) 地域活性化のための道路整備

(3) 広域的な幹線道路整備

●沼田パーキングエリアへの
スマートインターチェンジ設置を検討

●広島高速４号線の
山陽自動車道への接続を検討

西風新都内幹線道路整備区間

2013年(平成25年)以降に商業・業務

2013年(平成25年)以降に居住人口

幹線を補完する道路

（○内の数字は優先度）

の集積が見込まれる地区

の増加が見込まれる地区

スマートIC設置

高速４号線の
山陽自動車道
へ の 接 続

素案P24

沼田PA



●都市内交通の円滑化 （公共交通等の充実・強化）

■都市づくり推進プログラム ～重点施策～
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(2) 路線バス

・JR西広島駅までの延伸について、「利便性とコス
ト節約の両立」の観点からルート・構造や駅位置
等の見直しを実施中
・2013年度のできるだけ早い時期に延伸事業
の見通しをとりまとめ

・路線バスの展開等について、交通事業者と調整
・バス路線の新設要望等の活動を積極的に支援

(3) 生活交通の確保等

・乗合タクシー等の導入を積極的に支援
・交通のスマート化など、移動手段を確保するため、
多元的に取組を進める

(1) アストラムラインの延伸

素案P25

 

広域公園前駅 

石内東地区 

西広島駅 

ＪＲ山陽本線 

アストラムライン 

西風新都 

白島新駅 

(事業中) 

アストラムライン西広島駅延伸 



●防災機能の充実・強化

■都市づくり推進プログラム ～重点施策～

29

(1) 防災拠点施設の代替機能の導入

(2) 消防・防災に関する訓練施設等の整備

・消防力を高めるための消防職員及び消防団員の訓練
施設や市民の防災意識の向上を目的とした防災学習
センターの整備を検討する。

(3) 情報のバックアップ機能の強化

本市重要情報の保護のため、バックアップ機能の強化を図る。

素案P26

・東日本大震災を教訓として、デルタ市街地の被災に
より現在の防災拠点施設（市役所本庁舎、消防局庁
舎）の機能が損なわれる場合を想定

・西風新都へ防災拠点施設の代替機能を導入するこ
とについて広島市立大学隣接地を候補地の一つとし
て検討を進める。



●防災機能の充実・強化

■都市づくり推進プログラム ～重点施策～
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(4) 消防出張所の整備

(5) 災害時相互応援協定の締結

災害が発生した際の生活物資や一時避
難場所の提供など、各種相互応援活動
に関する協定を、西風新都の立地企業と
自主防災組織（町内会等）との間で締結
することについて検討する。

自主防災

組織

西風新都

内の

立地企業

〔災害時相互応援協定の締結〕

素案P26

西風新都内の災害発生状況、今後の開発動
向、既存出張所との位置関係等を踏まえ、消
防出張所の新設を検討する。


